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術は225例（c五pping　216例，　trapping　9例）に施

行されていた．この225例において症候性脳血管

攣縮（SVS）の発現頻度，シャント術の施行率，2

か月後のmRSを後ろ向きに調査した，

　【結果】225例での2か月後のmRSは079例
（35．1％），1：33例　（14．7％），2：34例　（15．1％），

3：33例（14．7％），4：26例（11．6％），5：11例

（4．9％），6：9例（4．0％）であった．軽症例

（Hunt＆Kosnik　grade　1または2）における転帰

良好群（mRSが0から2）は2001年～2012年
で85．1％，2010年以降では88．5％であった，

SVSはJCSで1段階以上の悪化または神経学的

巣症状の出現または悪化したものと定義した．

SVSは一過性66例（293％），症状を残したもの

23例（10．2％），画像上脳梗塞を来したもの66

例（15．6％〉であった．SVSがmRSの低下に関

与した症例は全体で16例（7．1％）だったが，

2010年以降の症例では2例（4．4％）であった．

シャント手術は2001～2012年で57例（25．3％）

に施行されていた．

　【結語】術中MEPの導入，脳血管攣縮対策の進

歩などにより手術成績は向上する傾向が認めら

れた．この結果を踏まえて，手術成績の更なる向

上に努めたい．
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　【はじめに】平成22年長野県は男女ともに平均

寿命日本一を達成した．しかし脳卒中死亡率は未

だ全国平均を上回っている．県は今後健康長寿日

本一を目指し，特に脳卒中予防に力を入れること

となった，また血栓溶解療法の導入により脳卒中

治療は一刻も早く開始することが望まれている．

そこで県の委託を受け，長野県医師会は脳卒中防

止県民啓発事業を立ち上げた．

　【事業内容】事業は平成24年，25年度の2年

間，地域医療再生計画からの資金援助を受け，テ

レビメディァを中心にキャンペーンを展開した．

医師，看護師，消防士，患者さんよりなる実行委

員会を設立，タイトルを「ストップ脳卒中キャン

ペーン」とし，イメージキャラクターとして林マ

ヤさんを起用した．テレビメディアを用いて医

師，看護師，消防士，患者さんが出演する60秒ス

ポットを24年度は10タイプ作成，143本放映，

15秒スポットを2タイプ作成240本放映した．

25年度は30秒スポットを10タイプ作成し301

本放送予定である．また県医師会監修の広報番組

において，延べ17名の医師により脳卒中の健康

番組を中心とした広報活動を行った．更に脳卒中

の基礎知識やキャンペーン内容，60秒スポット

を視聴できるWEBサイトも開設した．特別講演

とパネルディスカッションで構成される「スト

ップ脳卒中シンポジウム」を24年度長野市，25

年度松本市で，それぞれ講師に西城秀樹さん，山

川静夫さんを選任し開催した．参加者数はそれぞ

れ808名，408名であった．県医師会で毎年1回

発行の小冊子「わたくしたちの健康読本」も24

年度は脳卒中をテーマに3万部発行，県下の医療

機関に配布した．ポスター4，500枚，ミニパンフ

23万枚も作成し医師会，診療所，薬局，市町村，

中学校，高等学校等に配布した，

　【結果】事業は継続中であるが，今後rt－PA使

用数，脳卒中罹患率，死亡率などでその効果を追

跡調査する予定である．
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　症例は57歳，男性．

　平成23年1月頃より後頭部痛，左下肢のしび

れ感を自覚，次第に歩行困難となって同年9月

17日初診．左下肢に全知覚，粗大力低下あり，歩


